
 

発     言     通     告     書 

    令和 7年 9月 9日 

松山市議会議長 原   俊 司 殿   

  松山市議会議員 門 田 寛 子 

次のとおり通告します。    

発言順位 ６ 受領日時 9月 9日 午前・午後 11時 55分 2 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 60 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 都市型ワイナリー整備による本市の （１）過去の答弁内容等の現状確認について 

 活性化について  ①今年の秋頃のオープンとのことであったが、いつの予定か。 

   ②酒類製造免許の取得状況について 

   ③ワイナリーにブドウを提供することが決定している生産者の数と提 

    供量について 

   ④新たに創出された雇用の人数について 

   ⑤本市が承認した事業計画の内容と、現在の状況を比較した場合の 

    変更部分について 

  （２）本市の農業が受ける経済的な効果について 

   ①現在予定している市内産ブドウ及び県内産ブドウの年間使用量 

    と、ワイナリー全体に占める割合について 

   ②ワイナリーに市内産ブドウを提供することが決定している生産者の 

    数と年間生産量について 

   ③ワイナリーで活用を予定している市内の耕作放棄地の面積につい 

    て 

   ④本市の農業が受ける効果について 

  （３）本市の地域経済が受ける効果について 

   ①地域経済の循環効果額の内訳を問う。 

   ②ワイナリーが失敗した場合の本市の責任について 

   

2 本市のインバウンドについて （１）外国人観光客への情報提供と周遊支援について 

   ①外国人観光客が松山空港から市内の観光地へスムーズに移動で 

    きるよう、市が取り組んでいることは何か問う。 

   ②民間事業者と連携して、公共交通機関の乗り継ぎや支払い方法な 

    どについて、今後、多言語による案内やデジタル技術を活用した分 

    かりやすい情報提供をどのように推進していくのか。 

  （２）道後温泉や松山城での対応について 



 

 松山市議会議員 門 田 寛 子 

 

 2 枚中 2 枚目 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

   ①道後温泉本館において、特に温泉文化になじみのないインバウン 

    ドの方々にどのような案内やサポート、おもてなしが行われているの 

    か。 

   ②松山城において、特に城郭の歴史や重要性になじみのないインバ 

    ウンドの方々に対し、文化財を保護する観点からマナーの啓発につ 

    いてどのように取り組んでいるのか。 

  （３）市民生活との調和について 

   ①市民と外国人観光客が共に快適に過ごせるようにするために、観 

    光客に向けた環境美化やマナーの啓発についてどのように推進し 

    ていくのか問う。 

   

3 市立小・中学校体育館の空調整備 （１）検討の経緯について 

 について （２）今後のスケジュールについて 

  （３）災害時の対応について 

   ①災害時の避難所として活用する場合、停電時でも活用可能にする 

    考えはあるのか。 

  （４）空調が設置されるまでの暑さ対策について 

   

4 子育て支援について （１）本市の過去 10年間における出生数及び低出生体重児の推移に 

   ついて 

  （２）安心して子どもを産み育てられる基盤づくりと、母子双方の健康に 

   もたらす効果について 

   ①泉大津市では、「マタニティ応援プロジェクト」という事業で、妊婦に 

    出産予定月まで栄養価の高い「金芽米」を毎月 10キログラム送って 

    おり、本市でも同様の取組をしてはどうかと考えるが、本市の見解を 

    問う。 

   

   

   

   

   

   

   
 


